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速
見
の
「
土
蜘
蛛
」
と
「
田
野
」
に
つ
い
て

　
　
『
豊
後
図
風
土
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
上
蜘
蛛
」
と
「
田
野
」

に
つ
い
て
私
考
を
記
し
て
み
る
。

一
、
上
蜘
蛛

　
土
蜘
蛛

『
豊
後
国
風
上
記
』
に
は
、
速
見
の
土
蜘
蛛
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
マ
キ
ム
ク
　
ヒ
シ
ロ
　
　
　
ア
メ
ノ
シ
タ
シ
ロ
　
　
　
　
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
　
ク
マ
ソ

　
「
昔
々
、
纏
向
の
目
代
の
宮
に
御
宇
し
め
し
し
天
皇
、
球
磨
曽
於

　
ツ
ミ
ナ
　
　
　
オ
モ
ホ
　
　
　
ツ
ク
シ
　
イ
デ
マ
　
　
ス
ホ
ウ
　
　
　
　
サ
パ
ツ

を
洙
は
む
と
欲
し
て
、
筑
紫
に
幸
し
、
周
防
の
國
の
佐
婆
津
よ
り

発
船
し
て
、
渡
り
ま
し
て
、
海
部
の
郡
の
宮
浦
に
泊
て
た
ま
ひ
。

時
に
、
こ
の
村
に
女
人
あ
り
、
名
を
迷
津
媛
と
い
ひ
て
、
そ
の
処

の
長
だ
り
き
。
即
ち
、
天
皇
の
行
幸
を
聞
き
て
、
親
自
ら
迎
え
奉

り
て
、
奏
言
し
し
く
、
『
此
の
山
に
大
き
な
る
磐
窟
あ
り
、
名
を

安
　
部
　
和
　
也

鼠
の
磐
窟
と
い
ひ
、
土
蜘
蛛
二
人
住
め
り
。
そ
の
名
を
青
・
白
と

い
ふ
。
又
、
直
人
の
郡
の
禰
疑
野
に
土
蜘
蛛
三
人
あ
り
、
そ
の
名

を
打
猿
・
ハ
田
・
國
摩
侶
と
い
ふ
。
是
の
五
人
は
、
並
び
に
為
人
、

　
チ
ハ
ヤ
　
　
ト
モ
ガ
ラ
　
マ
タ
サ
ハ
　
　
　
　
　
　
ｓ
ｓ
％
　
ナ
　
コ
ト
ア
ゲ
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
オ

強
暴
ひ
、
衆
類
も
亦
多
に
あ
り
。
悉
皆
、
謡
し
て
い
へ
ら
く
、
皇

命
に
従
は
じ
と
い
へ
り
。
若
し
、
強
ち
に
喚
さ
ば
、
兵
を
興
し
て

距
ぎ
ま
つ
ら
む
』
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
、
天
皇
、
兵
を
遣
り
て
、

其
の
要
害
を
遮
へ
て
、
悉
に
珠
ひ
滅
ぼ
し
た
ま
ひ
き
。
斯
に
因
り

て
、
名
を
迷
津
媛
の
國
と
い
ひ
き
。
後
の
人
、
改
め
て
速
見
の
郡

と
い
ふ
」

　
崇
神
天
皇
の
没
年
は
、
通
説
で
は
三
一
八
年
と
さ
れ
て
い
る
が
、

天
皇
在
位
（
平
均
）
コ
代
十
年
強
」
と
推
計
し
て
、
三
七
〇
年

頃
の
天
皇
（
『
大
分
県
の
歴
史
と
文
化
』
）
と
み
ら
れ
て
い
る
。

崇
神
天
皇
の
孫
に
当
た
る
景
行
天
皇
の
在
位
は
、
三
九
〇
年
頃
と

推
計
さ
れ
る
の
で
景
行
天
皇
の
熊
襲
征
伐
は
、
三
九
〇
年
代
の
事
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件
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
『
豊
後
國
風
土
記
』
の
成
立
は
、
天
平
五
年
（
七
一
三
）
頃
が

定
説
と
な
っ
て
い
る
（
大
分
県
地
方
史
一
五
五
号
）
の
で
、
土
蜘

蛛
の
説
話
は
事
件
よ
り
約
三
二
〇
年
後
に
編
述
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
土
蜘
蛛
に
つ
い
て
は
、
日
田
郡
石
井
郷
・
同
郡
五
馬
山
・
直

入
郡
禰
疑
野
・
同
郡
販
石
野
没
・
同
郡
宮
處
野
・
大
野
郡
海
石
榴

市
・
同
郡
網
磯
野
・
速
見
郡
の
、
八
ケ
所
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
景
行
天
皇
熊
襲
征
伐
伝
記
」
で
は
、
大
和
王
朝
の
軍
隊
が
先

住
民
（
倭
人
）
の
支
配
地
を
武
力
侵
略
し
た
の
に
対
し
、
倭
人
が

頑
強
に
抵
抗
し
敗
れ
た
倭
人
は
、
隼
人
・
熊
襲
・
土
蜘
蛛
と
呼
称

さ
れ
逆
族
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
、
『
大
分
県
の

歴
史
と
文
化
』
（
あ
け
ぼ
の
編
賀
川
光
夫
先
生
著
）
に
は
、
「
大

和
朝
廷
の
祖
先
が
日
本
全
土
の
統
一
を
め
ざ
し
て
躍
動
し
て
い
た

こ
ろ
の
史
実
を
、
背
景
と
し
て
生
ま
れ
た
伝
説
で
あ
る
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
景
行
天
皇
の
九
州
征
伐
説
話
に
つ
い
て
大
分
県
地
方
史

一
五
五
号
『
豊
後
風
土
記
研
究
史
』
に
、
興
味
あ
る
説
が
載
せ
ら

れ
て
い
る
の
で
記
し
て
み
る
。

　
「
鉱
山
資
源
を
め
ぐ
る
大
和
王
朝
と
在
地
勢
力
と
の
確
執
の
反
映

で
あ
る
」
（
富
来
隆
先
生
）

　
「
朝
鮮
か
ら
の
集
団
渡
来
民
に
よ
る
定
住
化
と
、
そ
れ
を
阻
止
す

る
先
住
民
倭
人
と
の
対
立
の
抗
争
の
反
映
で
あ
る
」
（
松
本
清
張

氏
）

　
土
蜘
蛛
は
、
『
日
本
書
紀
』
・
『
古
事
記
』
・
『
風
土
記
』
に
、

西
は
肥
前
・
豊
後
か
ら
東
は
常
陸
・
陸
奥
ま
で
の
広
範
囲
に
わ
た
っ

て
、
大
和
王
朝
軍
の
武
力
制
圧
に
抵
抗
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
伝
承
は
六
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、

大
和
王
朝
が
倭
人
を
征
服
し
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
暗
黒
の
四
世

紀
も
の
が
多
い
、
だ
か
ら
そ
れ
以
前
土
蜘
蛛
は
、
弥
生
時
代
か
ら

倭
人
の
中
に
あ
っ
て
、
抵
抗
力
の
強
い
分
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
と
。
（
『
日
中
文
化
研
究
特
集
』
江
南
の
文
化
と
日
本
）

　
土
蜘
蛛
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
書
記
』
「
神
武
即
位
前
記
」
に

「
其
為
人
也
、
身
短
而
手
足
長
…
…
」
（
胴
は
短
く
手
足
が
長
い
）

と
記
さ
れ
て
お
る
。
そ
の
体
型
が
蜘
蛛
に
似
て
い
た
の
で
ツ
チ
ク

モ
と
蔑
称
さ
れ
た
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
。

彼
等
は
、
鉱
山
に
働
く
の
に
適
し
た
体
型
を
し
て
い
た
の
で
、
赤

銅
の
ヤ
ソ
ノ
タ
ケ
ル
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

ま
た
、
彼
等
を
物
部
氏
に
属
す
る
金
属
工
人

ち
ゅ
う
ど
う

（
鋳
鋼
）

で
あ
っ
た

-
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（
『
白
鳥
伝
説
』
谷
川
健
一
著
）
と
の
説
も
あ
る
。

　
速
見
の
「
宮
浦
」
と
「
鼠
の
磐
窟
」

　
景
行
天
皇
を
海
部
の
宮
浦
で
出
迎
え
た
迷
津
媛
も
、
も
と
も
と

は
土
蜘
蛛
と
同
じ
倭
人
で
あ
っ
た
が
、
大
和
王
朝
軍
の
豊
後
侵
攻

に
際
し
他
の
倭
人
を
裏
切
っ
て
、
従
順
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

海
部
の
宮
浦
を
、
南
海
部
郡
米
水
津
宮
野
浦
と
北
海
部
郡
佐
賀
の

関
上
浦
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
『
風
土
記
』
に
は
「
此
の
村
に
女

人
あ
り
名
を
迷
津
媛
と
い
ひ
て
、
そ
の
処
の
長
た
り
き
」
と
。

ま
た
、
先
の
奏
言
に
「
此
の
山
に
土
蜘
蛛
の
住
ん
で
い
る
磐
窟
云
々
」

と
記
さ
れ
お
り
、
こ
の
地
方
を
「
迷
津
媛
の
國
と
い
ひ
き
。
後
の

人
、
改
め
て
速
見
の
郡
と
い
ふ
」
と
あ
る
。

　
海
部
と
は
、
海
で
生
活
す
る
海
人
を
大
和
王
朝
が
特
定
な
技
能

集
団
と
し
て
編
成
し
た
職
業
集
団
の
意
味
で
、
五
世
紀
末
以
降
に

始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
海
部
郡
と
い
う
地
名
は
、
律
令
制
に

よ
る
行
政
区
域
（
七
世
紀
）
の
呼
称
で
あ
る
。
し
か
し
景
行
天
皇

が
停
泊
し
た
海
部
の
郡
の
宮
浦
は
、
延
喜
式
に
よ
る
海
部
郡
の
宮

浦
で
は
な
く
海
人
の
村
宮
浦
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
「
宮
浦
」
と
「
鼠
の
磐
窟
」
は
、
速
見
郡
内
に
存
在
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
二
地
点
に
つ
い

て
考
察
を
加
え
て
み
る
。

　
宮
　
浦

　
港
の
な
い
古
代
の
船
舶
地
は
、
河
川
の
入
り
江
を
利
用
し
て
い

た
の
で
大
和
王
朝
軍
船
団
が
、
停
泊
で
き
た
速
見
郡
内
の
河
川
は

八
坂
川
し
か
な
い
。
宮
浦
と
は
、
海
浜
に
古
代
神
を
祀
っ
た
祠
が

あ
っ
た
海
浜
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ハ
坂
川
河
口
に
は
、
波
崎
権
現
祠
が
鎮
座
し
て
お
り
『
豊
後
図

志
』
は
、
「
八
坂
郷
原
村
の
海
浜
に
在
り
、
又
の
名
を
白
嵩
祠
と

い
う
。
そ
の
地
は
、
権
現
崎
と
名
付
け
ら
れ
愛
宕
神
を
祀
る
。
未

だ
そ
の
創
り
を
聞
か
ず
。
祠
の
前
に
は
白
砂
が
多
く
そ
の
砂
は
、

煌
の
害
を
除
く
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
古
代
の
稲
作
の
大
敵
は
干
害
・
大
風
・
蛇
に
よ
る
虫
害
で
、
蛇

は
五
月
・
六
月
頃
に
幼
虫
が
発
生
し
、
八
月
に
成
虫
と
な
る
。
幼

虫
・
成
虫
共
に
稲
葉
を
食
し
、
秋
の
緑
の
葉
が
乏
し
く
な
る
と
稲

穂
の
茎
を
咬
み
、
収
穫
間
近
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
た
。

空
一
面
を
蔽
う
煌
が
、
一
瞬
の
う
ち
に
稲
穂
を
全
滅
さ
せ
た
こ
と

も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
（
『
古
代
日
本
の
稲
作
』
武
光
誠
・
山
岸
良
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二
編
）

　
煌
害
に
、
ご
利
益
の
あ
る
波
崎
権
現
を
祀
る
海
岸
を
宮
浦
と
す

る
と
、
迷
津
媛
が
景
行
天
皇
を
お
迎
え
し
た
宮
浦
は
、
現
在
の
杵

築
市
権
現
鼻
か
ら
納
屋
一
帯
の
海
浜
が
考
え
ら
れ
る
。

　
迷
津
媛
の
村

　
八
坂
川
を
遡
る
と
八
坂
郷
本
庄
村
が
あ
る
。
、
そ
の
地
は
本
庄

遺
跡
・
久
保
田
遺
跡
と
し
て
最
近
発
掘
が
行
わ
れ
、
古
墳
時
代
の

水
田
面
も
既
に
検
出
さ
れ
て
い
る
。
本
庄
・
久
保
田
遺
跡
の
西
方

の
高
台
に
は
、
七
双
子
古
墳
群
（
古
墳
時
代
中
・
後
期
）
が
あ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
四
世
紀
時
代
の
八
坂
川
河
畔
に
は
、
迷
津
媛
の

集
落
が
存
在
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
鼠
の
磐
窟

　
八
坂
川
を
更
に
遡
る
と
速
見
郡
山
香
郷
に
入
る
。

　
山
香
郷
内
に
は
多
く
の
弥
生
遺
跡
が
存
在
し
て
い
る
。
な
か
で

も
広
瀬
村
の
川
原
田
遺
跡
と
大
原
遺
跡
は
、
土
蜘
蛛
青
・
白
に
関

係
し
た
遺
跡
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
『
豊
後
国
風
土
記
』
は
、

速
見
・
直
入
の
土
蜘
蛛
は
磐
窟
を
住
居
と
し
て
い
る
と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
蔑
視
の
呼
称
か
、
あ
る
い
は
磐
窟
の
周
辺
に

集
落
を
営
ん
で
い
た
か
で
あ
ろ
う
。

　
川
原
田
遺
跡
は
、
角
喋
疑
灰
岩
の
磨
崖
が
ハ
坂
川
の
侵
蝕
に
よ
っ

て
出
来
た
洞
穴
で
、
防
空
壕
と
し
て
使
用
さ
れ
た
た
め
原
形
は
破

壊
さ
れ
て
い
る
が
、
約
四
メ
ー
ト
ル
の
奥
行
き
と
高
さ
約
五
メ
ー

ト
ル
が
東
西
に
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
広
が
り
を
も
っ
た
洞
穴
で
、

縄
文
時
代
後
期
の
住
居
跡
（
炉
跡
）
と
洞
内
か
ら
三
体
と
洞
外
の

運
び
だ
さ
れ
た
土
砂
の
中
か
ら
六
体
の
合
計
九
体
の
人
骨
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。
発
見
さ
れ
た
人
骨
は
、
体
全
体
は
小
さ
く
比
較
的

長
い
頭
を
し
て
お
り
、
前
か
が
み
の
姿
勢
が
比
較
的
多
か
っ
た
生

活
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
（
『
山
香
町
誌
』
・
『
大
分
県

地
方
史
三
四
号
』
）

　
出
土
し
た
磐
窟
の
住
民
の
体
型
が
、
「
土
蜘
蛛
の
体
型
」
で
あ

る
胴
が
短
く
手
が
長
く
鉱
山
で
働
く
に
適
し
た
体
型
を
し
て
を
し

て
い
る
点
に
お
い
て
は
、
川
原
田
遺
跡
の
住
民
は
ま
ぎ
れ
も
な
く

土
蜘
蛛
と
い
っ
て
も
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　
洞
穴
は
、
発
掘
調
査
後
埋
め
戻
し
が
行
な
わ
れ
、
（
町
教
育
委

員
会
）
町
指
定
文
化
財
の
標
柱
（
写
真
）
が
立
て
ら
れ
て
お
る
の

み
で
、
古
代
磐
窟
の
姿
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
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川原田洞穴遺跡

　
洞
穴
の
西
の
高
台
の
白
髭
神
社
（
祭
神
・
猿
田
彦
と
武
内
宿
禰
）

と
四
所
神
社
（
祭
神
・
天
照
皇
大
神
、
経
津
主
命
、
武
甕
槌
神
、

天
元
屋
根
命
）
は
、
洞
穴
の
住
人
（
速
見
の
土
蜘
蛛
）
を
産
土
神

と
し
て
祀
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
川
原
田
洞
穴
の
北
方
高
台
の
大
原
遺
跡
（
山
香
農
業
高
校
敷
地
）

に
は
、
弥
生
時
代
の
集
落
跡
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
（
『
山
香
町
誌
』
）

　
そ
の
ほ
か
山
香
郷
に
は
、
縄
文
後
期
及
び
弥
生
初
・
中
期
の
集

落
跡
が
点
在
し
て
お
る
。
こ
れ
ら
の
住
民
は
、
川
原
田
遺
跡
の
住

民
と
同
じ
倭
人
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
彼
等
は
、
背
後
に
広

が
る
広
大
な
高
原
で
、
狩
猟
・
採
集
・
焼
畑
に
よ
る
食
料
確
保
を

営
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
『
豊
後
図
風
土
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
景
行
天
皇
の
熊
襲
征
伐

は
、
「
金
属
資
源
を
め
ぐ
る
戦
い
」
で
あ
る
と
の
「
富
来
説
」
に

従
う
と
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
大
和
王
朝
軍
と
速
見
の
土
蜘
蛛
青
・
白
の
戦
い
は
、
速
見
の
砂

金
の
争
奪
と
い
え
る
。

　
山
香
町
内
に
は
古
く
よ
り
金
坑
が
存
在
し
、
現
在
の
調
査
で
も

休
廃
坑
で
百
十
坑
に
速
し
て
お
り
、
「
古
く
よ
り
砂
金
採
取
が
行
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わ
れ
て
い
た
が
如
し
」
（
『
山
香
町
誌
』
）
と
あ
る
。

　
立
石
川
の
砂
金
の
採
取
は
、
四
世
紀
当
時
す
で
に
行
わ
れ
て
お
っ

た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
砂
金
を
狙
っ
て
の
大
和
王
朝
軍
の
速
見

侵
攻
と
、
砂
金
を
固
守
す
る
速
見
の
土
蜘
蛛
と
の
武
力
闘
争
が
、

土
蜘
蛛
青
・
白
の
説
話
と
し
て
記
さ
れ
て
お
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
考
え
か
ら
、
山
香
郷
広
瀬
村
の
川
原
田
洞
穴
を
速
見
の
土
蜘

蛛
青
・
白
の
「
鼠
の
磐
窟
」
。
前
を
流
れ
る
ハ
坂
川
を
「
砂
金
」

採
集
場
所
。
大
原
遺
跡
を
彼
等
土
蜘
蛛
の
「
集
落
」
と
す
る
仮
説

は
成
立
し
、
併
せ
て
景
行
天
皇
が
停
泊
し
た
「
速
見
郡
の
宮
浦
」

は
、
現
在
の
八
坂
川
河
口
の
権
現
鼻
か
ら
納
屋
一
帯
の
海
岸
と
の

仮
説
も
同
じ
く
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。

　
倭
人
と
大
和
王
朝

　
景
行
天
皇
が
、
祖
父
崇
神
天
皇
の
出
身
地
九
州
を
な
ぜ
武
力
侵

攻
し
た
か
を
考
え
て
み
る
。

　
九
州
の
倭
人
（
熊
襲
・
土
蜘
蛛
・
隼
人
）
と
大
和
王
朝
と
の
戦

い
は
、
先
住
族
と
渡
来
族
と
の
戦
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
神
武
天
皇
に
端
を
発
し
た
皇
統
の
流
れ
（
神
話
）
に
、

そ
の
原
因
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

　
古
代
の
天
皇
で
、
実
在
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
六
世
紀
の

二
六
代
継
体
天
皇
以
降
で
、
そ
れ
以
前
の
天
皇
に
つ
い
て
は
判
ら

な
い
こ
と
が
多
く
、
さ
ら
に
四
世
紀
以
前
の
天
皇
と
な
る
と
実
在

性
に
乏
し
く
、
初
代
神
武
天
皇
か
ら
八
代
孝
元
天
皇
ま
で
は
、
皇

統
系
譜
を
神
秘
化
す
る
た
め
に
創
作
さ
れ
た
架
空
の
天
皇
と
さ
れ

て
い
る
。
（
『
日
本
の
歴
史
と
天
皇
』
歴
史
教
育
者
協
議
会
編
）

　
『
古
代
日
本
と
海
人
』
（
黒
住
秀
雄
・
薬
師
寺
填
一
・
藤
岡
章
）
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
中
国
長
江
下
流
の
江
南
地
域
よ
り
、
戦
乱
を
の
が
れ
て
南
九

州
の
カ
サ
サ
ノ
ミ
サ
キ
に
渡
来
し
た
江
南
の
海
人
族
の
話
が
、
ニ

ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
天
孫
降
臨
神
話
と
な
っ
た
。
カ
サ
サ
ノ
ミ
サ
キ

（
鹿
児
島
県
笠
沙
町
）
に
渡
来
し
た
江
南
人
の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

は
、
現
地
の
先
住
族
倭
人
の
娘
・
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
（
隼
人
）

と
結
婚
し
、
海
幸
と
山
幸
を
誕
生
さ
せ
た
。
山
幸
の
子
・
ウ
ガ
ヤ

フ
キ
ア
ヘ
ズ
ノ
ミ
コ
ト
の
子
が
神
武
天
皇
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
開
化
天
皇
以
前
の
歴
代
の
天
皇
は
、
江
南
人
と
先
住
族

と
の
混
血
を
先
祖
と
す
る
倭
人
系
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
神
武
天
皇
か
ら
九
代
開
化
天
皇
に
い
た
る
ま
で
の
倭
人
系
皇
統

も
、
騎
馬
民
族
系
渡
来
人
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
九
州
遠
賀
川
流
域
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の
出
自
）
の
大
和
王
朝
樹
立
に
よ
っ
て
、
渡
来
系
皇
統
の
崇
神
天

皇
が
誕
生
し
た
。
崇
神
天
皇
の
皇
子
・
皇
女
の
す
べ
て
に
は
、
イ

リ
ヒ
コ
・
イ
リ
ヒ
メ
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
イ
リ
と
は
外
よ

り
入
る
と
の
意
味
で
あ
る
と
、
多
く
の
学
者
は
唱
え
て
い
る
。

　
一
四
代
仲
哀
天
皇
（
崇
神
系
）
の
御
代
に
隼
人
征
伐
が
行
わ
れ
、

天
皇
ご
自
身
も
そ
れ
に
従
軍
し
て
隼
人
の
矢
を
受
け
て
戦
死
な
さ

れ
、
こ
の
戦
い
は
王
朝
軍
が
敗
退
し
た
。
こ
れ
を
追
撃
す
る
九
州

の
倭
人
は
、
吉
備
勢
力
と
連
合
し
て
大
和
に
進
攻
し
、
崇
神
系
王

朝
を
打
ち
破
り
一
五
代
嘸
神
天
皇
を
即
位
さ
せ
て
、
二
Ｉ
代
雄
略

天
皇
迄
の
倭
人
系
王
朝
を
再
び
樹
立
さ
せ
た
」

　
つ
ま
り
景
行
天
皇
の
九
州
侵
攻
は
、
そ
の
当
時
九
州
に
は
依
然

と
し
て
倭
人
が
小
独
立
国
を
形
成
し
て
、
大
和
王
朝
（
崇
神
系
）

の
全
国
統
一
を
妨
げ
て
い
た
か
ら
と
想
像
さ
れ
る
。

　
直
入
の
土
蜘
蛛

　
　
『
豊
後
国
風
土
記
』
に
は
、
直
入
郡
禰
疑
野
（
菅
生
村
）
に
打

躾
・
八
田
・
國
磨
侶
の
土
蜘
蛛
が
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
直
入

の
土
蜘
蛛
が
棲
ん
で
い
た
盤
窟
を
『
豊
後
図
志
』
で
は
鬼
巌
屋
と

し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
鬼
の
巌
屋
…
…
直
入
郡
柏
原
郷
池
部
村
に
在
り
、
懸
涯
絶
壁
高

さ
百
余
尺
、
前
は
渓
流
に
臨
み
巌
穴
広
く
百
人
を
容
ら
れ
る
。
’

所
謂
、
禰
疑
野
の
三
賊
打
躾
・
ハ
田
・
國
磨
侶
の
巣
居
也
」
と
。

鬼
巌
屋
は
、
旧
菅
生
村
の
北
西
の
端
熊
本
県
と
の
境
の
交
通
要
害

の
地
に
在
る
。

　
大
野
川
の
支
流
馬
渡
川
・
藤
渡
川
・
滝
水
川
に
挟
ま
れ
た
台
地

上
に
多
く
の
遺
跡
（
弥
生
後
期
）
が
点
在
し
て
い
る
。
土
蜘
蛛
が

播
居
し
て
い
た
菅
生
村
の
東
端
の
位
置
に
七
ツ
森
古
墳
群
（
前
方

後
円
墳
・
円
墳
）
が
あ
る
。
同
古
墳
群
よ
り
出
土
し
た
釧
は
、
四

世
紀
の
大
和
王
朝
が
認
め
た
地
方
首
長
の
証
の
品
と
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
出
土
し
た
そ
の
釧
は
、
砕
い
て
古
境
内
に
ば
ら
ま
か
れ
て
い

た
。
（
『
大
分
の
歴
史
』
）

　
大
和
王
朝
は
、
反
抗
し
た
倭
人
で
あ
っ
て
も
従
順
す
れ
ば
寛
容

な
態
度
で
そ
れ
を
許
し
、
日
本
統
一
後
彼
等
の
旧
支
配
地
の
統
治

を
も
認
め
た
と
い
う
。
（
『
大
分
県
の
歴
史
と
文
化
』
）

　
釧
を
砕
い
て
墓
内
に
ば
ら
ま
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
と
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

直
入
郡
内
の
倭
人
（
土
蜘
蛛
）
は
、
突
然
侵
攻
し
て
き
た
王
朝
軍

に
た
い
し
武
力
で
侵
攻
阻
止
を
行
い
多
く
の
倭
人
は
戦
っ
て
敗
れ
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た
。
七
ツ
森
古
墳
に
眠
る
首
長
も
、
戦
っ
て
敗
れ
不
本
意
な
が
ら

う
わ
べ
だ
け
従
順
を
示
し
て
、
再
び
旧
支
配
他
の
首
長
と
し
て
返

り
咲
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
彼
に
し
て
は
、
た
と
え
う
わ
べ
だ
け
で
あ
っ
た
に
し
ろ
他
の
倭

人
を
裏
切
っ
て
の
従
順
は
、
後
悔
の
二
字
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
自
分
の
死
後
、
大
和
王
朝
え
の
従
順

は
本
心
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
「
釧
を
砕
い
て
幕

内
に
ま
き
散
ら
す
よ
う
に
」
と
の
遺
言
を
残
し
た
も
の
と
推
察
で

き
る
。
彼
は
死
ん
だ
後
に
、
「
倭
人
と
し
て
の
誇
り
と
意
地
」
を

示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
景
行
天
皇
豊
後
巡
行
の
順
路

　
大
和
王
朝
軍
の
豊
後
侵
攻
順
路
に
つ
い
て
種
々
の
説
が
唱
え
ら

れ
て
い
る
。

　
『
豊
後
國
風
土
記
』
で
は
、
最
初
に
海
部
郡
宮
浦
に
着
船
し
た
と

な
っ
て
お
る
が
、
そ
の
宮
浦
が
米
入
津
か
、
佐
賀
の
関
の
上
浦
か
、

速
見
郡
の
宮
浦
か
、
未
だ
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　
『
日
本
書
紀
』
で
は
、
佐
婆
津
…
碩
田
－
速
見
邑
１
大
野
郡
－
直

人
郡
１
球
磨
曽
（
熊
襲
）
國
－
阿
蘇
國
－
筑
後
國
－
日
田
郡
－
大

和
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に
さ
き
　
　
あ
ま
べ
　
　
　
く
す

　
『
風
土
記
』
『
書
紀
』
と
も
に
、
國
埼
郡
・
海
部
郡
・
球
珠
郡
の

三
郡
に
は
大
和
王
朝
軍
は
侵
攻
し
て
い
な
い
。
球
珠
は
別
と
し
て
、

國
崎
・
海
部
に
は
強
力
な
海
人
族
の
倭
人
が
版
屋
し
て
、
大
和
王

朝
軍
も
手
が
着
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
か
、
当
時
も
う
す
で
に
、
大

和
王
朝
の
傘
下
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。

二
、
田
野
（
白
鳥
伝
承
）

　
　
「
白
鳥
伝
承
」
は
、
「
田
野
の
白
鳥
物
語
」
を
は
じ
め
全
国
各

地
に
散
在
し
て
い
る
。

　
県
下
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
「
餅
が
白
鳥
に
な
る
」
説
話
に
つ
い

て
記
し
、
説
話
誕
生
の
原
因
と
そ
の
時
代
を
考
察
し
て
み
る
。

　
　
『
豊
後
国
風
土
記
』
速
見
郡
の
条

　
「
田
野
　
郡
の
西
南
の
か
た
に
あ
り
。
此
の
野
は
広
く
大
き
く
、

土
地
沃
映
得
た
り
。
開
墾
の
便
、
此
の
土
に
比
ふ
も
の
な
し
。
昔

者
、
郡
内
の
百
姓
、
此
の
野
に
居
り
て
、
多
く
水
田
を
開
き
し
に
、
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糧
に
余
り
て
、
畝
に
宿
め
き
。
大
き
に
奢
り
、
已
に
富
み
て
、
餅

を
作
ち
て
的
と
為
し
き
。
時
に
、
餅
、
白
き
鳥
と
化
り
て
、
発
ち

て
南
に
飛
び
き
。
宿
年
の
間
に
、
百
姓
死
に
絶
え
て
、
水
田
を
作

ら
ず
、
遂
に
荒
れ
廃
て
た
り
き
。
時
よ
り
以
降
、
水
田
に
宜
し
か

ら
ず
。
今
、
田
野
と
い
ふ
、
斯
其
の
縁
な
り
」

－
風
土
記
逸
文
（
『
筑
紫
風
土
記
』
）
－

・
餅
の
的
（
存
疑
）

　
　
「
昔
、
豊
後
ノ
國
球
珠
ノ
郡
ニ
ヒ
ロ
キ
野
ノ
ア
ル
所
ニ
、
大
分

ノ
郡
ニ
ス
ム
人
、
ソ
ノ
野
ニ
キ
タ
リ
テ
、
家
ツ
ク
リ
、
田
ツ
ク
リ

テ
、
ス
ミ
ケ
リ
。
ア
リ
ツ
キ
テ
家
ト
ミ
、
タ
ノ
シ
カ
リ
ケ
リ
。
酒

ノ
ミ
ア
ビ
ケ
ル
ニ
、
ト
リ
ア
ヘ
ズ
弓
ヲ
イ
ケ
ル
ニ
、
マ
ト
’
ノ
ナ
カ

リ
ケ
ル
ニ
ヤ
、
餅
ヲ
ヽ
リ
テ
、
的
ニ
シ
テ
イ
ケ
ル
ホ
ド
ニ
、
ソ
ノ

餅
、
白
牛
鳥
ニ
ナ
リ
テ
ト
ビ
サ
リ
ニ
ケ
リ
。
ソ
レ
ョ
リ
後
、
次
第

ニ
オ
ト
ロ
ヘ
テ
、
マ
ド
ヒ
ウ
セ
ニ
ケ
リ
。
ア
ト
ハ
ム
ナ
シ
キ
野
ニ

ナ
リ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
天
平
年
中
二
速
見
ノ
郡
ニ
ス
ミ
ケ
ル
訓
涸
卜

云
ケ
ル
人
、
サ
シ
モ
ョ
ク
ニ
ギ
ハ
ヒ
タ
リ
シ
所
ノ
ア
セ
ニ
ケ
ル
ヲ

ア
タ
ラ
シ
ト
ヤ
思
ヒ
ケ
ン
、
又
コ
ー
ー
ワ
タ
リ
テ
田
ヲ
ツ
ク
リ
タ

リ
ケ
ル
ホ
ド
ニ
、
ソ
ノ
苗
ミ
ナ
カ
レ
ウ
セ
ケ
レ
バ
、
オ
ド
ロ
キ
オ

ソ
レ
テ
、
又
モ
ツ
ク
ラ
ズ
ス
テ
ニ
ケ
リ
ト
云
ヘ
ル
事
ア
リ
」

　
（
逸
文
は
文
永
・
弘
安
頃
（
一
三
世
紀
）
に
記
さ
れ
た
と
み
な
さ

れ
て
い
る
『
塵
袋
』
か
ら
の
引
用
で
、
存
疑
と
あ
る
は
認
め
が
た

き
の
意
な
り
）

・
尋
常
小
学
校
（
戦
前
）
の
固
定
読
本
の
記
述

　
昔
の
尋
常
小
学
校
読
本
は
、
人
は
自
然
の
恩
恵
を
忘
れ
奢
る
と

必
ず
天
罰
に
見
舞
わ
れ
る
と
教
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う

な
筋
書
で
あ
っ
た
。

　
昔
々
、
玖
珠
の
田
野
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
家
の
前
に
千
町
後
に

千
町
の
広
大
な
田
圃
を
持
っ
た
大
百
姓
が
い
た
。
彼
を
朝
日
長
者

と
呼
ん
だ
。

　
彼
は
、
日
没
で
農
作
業
が
出
来
な
く
な
る
と
、
扇
で
お
日
さ
ま

を
招
き
寄
せ
て
日
没
を
お
く
ら
せ
て
い
た
と
い
う
。

　
あ
る
年
の
初
め
、
長
者
が
村
人
を
新
年
の
祝
宴
に
招
い
た
と
き

の
出
来
事
で
あ
る
。
宴
は
終
り
に
近
づ
い
た
頃
酪
訂
し
た
長
者
は
、

周
り
の
者
が
止
め
る
の
も
無
視
し
て
、
穀
物
神
に
捧
げ
た
鏡
餅
を

的
に
し
て
矢
を
射
た
と
こ
ろ
、
的
は
白
鳥
と
な
っ
て
南
の
空
に
向

か
っ
て
飛
び
去
っ
た
。
と
同
時
に
今
迄
肥
沃
で
あ
っ
た
水
田
は
、
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ま
た
た
く
間
に
耕
作
不
能
な
土
地
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。

肥
沃
な
田
圃
を
無
く
し
収
入
源
を
失
っ
た
長
者
一
家
は
、
没
落
の

道
を
辿
り
つ
い
に
は
死
滅
し
た
と
い
う
。

・
旧
野
伝
承
の
「
朝
日
長
者
と
白
鳥
」

　
…
前
略
・
：
朝
日
長
者
に
は
、
三
人
の
女
子
の
み
で
男
子
に
恵
ま

れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
娘
に
筑
後
国
か
ら
婿
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
そ
の
饗
応
の
席
で
、
鏡
餅
を
的
に
し
て
家
人
に
矢
を
射
さ
せ

た
と
こ
ろ
餅
は
白
鳥
と
な
っ
て
飛
び
立
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
様
を

見
て
い
た
村
人
は
崇
り
を
恐
れ
て
、
氏
神
白
鳥
大
明
神
に
七
日
七

晩
参
箭
し
て
家
内
安
全
子
孫
長
久
を
祈
願
し
た
満
願
の
日
、
一
羽

の
白
鳥
が
舞
い
来
た
り
次
の
句
が
書
か
れ
た
羽
根
を
落
し
て
飛
び

去
っ
た
。

　
今
日
の
日
は
西
の
山
端
に
か
ゝ
る
と
も
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
日
は
照
ら
さ
ん
天
の
八
重
雲

村
人
は
神
の
怒
り
の
解
け
た
こ
と
を
喜
び
引
き
上
げ
た
。

　
喉
元
を
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
忘
れ
る
と
の
諺
の
如
く
、
長
者
は
次
第

に
馴
奢
が
つ
の
り
つ
い
に
は
金
銀
財
宝
を
強
鴨
山
に
運
び
地
下
に

埋
め
た
。
こ
の
作
業
に
従
事
し
た
人
畜
を
殺
し
て
大
河
原
の
湯
の

近
く
に
埋
め
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
来
大
河
原
の
湯
は
湧
出
し

な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
非
道
が
重
な
り
長
者
の
家
運
も
衰
え

稲
は
稔
ら
ず
長
者
夫
婦
は
悪
病
に
か
か
っ
て
死
ん
だ
。

　
前
千
町
後
千
町
の
美
田
も
つ
い
に
は
荒
廃
と
化
し
一
家
一
門
こ

と
ご
と
く
死
に
絶
え
た
。
…
…
…
以
下
略
。

以
上
「
餅
が
白
鳥
に
な
っ
た
」
説
話
に
、
似
た
「
白
鳥
物
語
」
が

富
山
県
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
で
記
し
て
み
る
。

・
『
富
山
県
の
民
話
』

　
昔
、
富
裕
な
長
者
が
愛
娘
の
婚
礼
に
あ
た
り
、
婿
方
の
家
に
至

る
道
筋
に
鏡
餅
を
ぎ
っ
し
り
と
敷
き
並
べ
さ
せ
た
。
婚
礼
の
当
日
、

愛
娘
が
歩
い
た
後
か
ら
道
に
敷
い
た
鏡
餅
は
白
い
鳥
に
な
っ
て
順
々

に
羽
音
を
た
て
て
空
の
彼
方
に
舞
た
っ
て
い
っ
た
。
以
来
そ
の
長

者
の
田
畑
に
は
五
穀
は
実
ら
ず
、
長
者
の
家
も
亡
ん
だ
と
い
う
。

　
　
「
白
鳥
物
語
」
の
誕
生
原
因

　
　
「
白
鳥
物
語
」
は
、
人
の
神
を
も
恐
れ
ぬ
行
為
の
天
罰
と
し
て
、

今
迄
の
肥
沃
な
土
地
は
収
穫
皆
無
の
無
田
と
な
っ
て
い
る
。

　
古
代
人
に
と
っ
て
の
自
然
は
、
た
だ
訃
㈲
す
べ
き
も
の
で
、
中
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１

で
も
五
穀
の
収
穫
を
左
右
す
る
旱
魅
・
風
水
害
・
虫
害
の
災
害
を
、

最
も
恐
れ
て
い
た
。
食
物
を
貯
蔵
し
て
災
害
時
に
備
え
る
と
の
手

段
を
と
ら
な
か
っ
た
古
代
人
は
、
災
害
で
収
穫
が
減
ず
れ
ば
そ
の

分
は
、
狩
猟
採
集
に
よ
っ
て
補
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
縄
文
末
期
の
寒
冷
現
象
は
、
植
物
の
堅
果
を
妨
げ
そ
れ
を
餌
に

し
て
い
た
動
物
の
生
存
に
も
影
響
を
与
え
、
狩
猟
採
集
に
よ
る
食

糧
は
枯
渇
を
き
た
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
て
い
る
。

　
古
墳
時
代
に
な
る
と
、
水
稲
栽
培
は
古
代
人
の
経
済
基
盤
と
し

て
定
着
し
、
栽
培
地
は
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。
拡
大
に
つ
れ
て
、

堰
や
水
路
の
建
設
維
持
管
理
と
共
同
労
働
の
指
揮
監
督
を
委
ね
る

ボ
ス
（
首
長
）
が
必
要
と
な
っ
て
首
長
が
誕
生
し
た
。

　
栽
培
技
術
も
進
歩
し
て
、
乾
田
式
水
稲
栽
培
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
地
味
は
肥
え
収
穫
量
は
倍
増
し
た
。
そ
れ
に
つ
れ
て

高
床
式
倉
庫
も
建
て
ら
れ
て
穀
物
の
貯
蔵
が
可
能
と
な
り
、
生
産

方
式
も
量
産
の
方
向
え
と
移
行
し
て
い
っ
た
。
水
稲
は
生
産
性
が

高
か
っ
た
の
で
余
剰
物
を
生
み
出
し
、
そ
の
帰
属
分
配
を
巡
っ
て

首
長
の
権
限
は
強
ま
り
階
級
差
が
生
じ
た
。

　
集
落
内
の
全
て
の
権
限
を
掌
握
し
た
首
長
は
、
自
己
の
力
を
過

信
し
て
自
然
は
恐
れ
る
も
の
に
あ
ら
ず
征
服
す
る
も
の
で
あ
る
と
、

考
え
始
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
五
穀
の
感
謝
祭
に
歳
神
が

宿
る
鏡
餅
に
向
か
っ
て
矢
を
射
る
と
か
、
娘
が
通
る
道
に
鏡
餅
を

敷
き
詰
め
て
通
す
と
か
の
、
神
を
も
恐
れ
ぬ
騏
奢
行
為
に
、
天
罰

が
下
さ
れ
た
説
話
は
、
水
稲
栽
培
に
よ
っ
て
裕
福
に
な
っ
た
古
代

人
の
奢
り
を
、
戒
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
田
野
の
「
白
鳥
物
語
」
は
、
い
つ
の
時
代
の
出
来
事
か
…
…

　
時
代
を
判
定
す
る
こ
と
は
困
難
な
れ
ど
、
た
だ
「
糧
に
飴
り
て
、

畝
に
宿
め
き
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
当
時
の
状
況
を
想
像

す
る
と
そ
の
時
代
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

古
代
の
水
稲
は
、
「
直
蒔
き
」
か
ら
次
第
に
「
田
植
え
」
農
業
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
水
田
に
畝
が
作
ら
れ
て
お
る
こ
と
は

田
植
え
に
よ
る
こ
と
を
意
味
し
、
鉄
鎌
が
五
世
紀
に
中
国
よ
り
伝

播
さ
れ
て
か
ら
田
植
え
農
業
は
普
及
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　
「
畝
に
宿
め
き
」
と
は
、
田
植
え
さ
れ
た
稲
株
を
収
穫
せ
ず
放
置

し
た
ま
ま
の
状
態
で
、
そ
の
状
況
か
ら
し
て
時
代
は
五
世
紀
以
降

と
判
断
さ
れ
る
。

　
一
方
、
九
重
町
田
野
伝
承
の
「
朝
日
長
者
物
語
」
は
、
長
者
の

末
裔
を
名
乗
る
浅
井
市
左
衛
門
（
江
戸
後
期
の
人
）
が
著
し
た
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『
田
野
村
古
伝
集
』
に
は
、
「
朝
日
長
者
先
祖
の
事
、
浅
井
彦
根
太

郎
九
代
の
後
胤
浅
井
長
治
、
敏
速
天
皇
の
代
（
六
世
紀
）
に
、
千

町
無
田
に
入
る
。
此
君
ョ
リ
多
野
千
町
牟
田
御
所
御
館
御
造
営
御

成
就
被
為
遊
御
座
。
夫
ョ
リ
二
七
九
年
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
庚

午
正
月
婿
饗
膳
ョ
リ
奢
初
メ
…
…
天
治
元
年
（
一
回
一
四
）
こ
の

頃
没
落
死
絶
し
人
々
も
四
散
す
る
」
と
あ
る
。

　
又
、
「
白
鳥
神
社
は
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
朝
日
長
者
が
、
郷

里
近
江
国
浅
井
郡
千
代
の
松
原
よ
り
氏
神
白
鳥
大
明
神
を
勧
請
し

た
」
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
朱
鳥
四
年
（
六
九
〇
）
に
、
記
さ
れ
た
と
す
る
『
朝
日
長
者
総

記
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
朝
日
長
者
こ
と
浅
井
長
治
の
先
祖
・
和
韮
津
藤
彦
は
、
神
功
皇

后
の
三
韓
出
兵
（
四
世
紀
末
）
に
従
軍
し
、
そ
の
功
に
よ
っ
て
玖

珠
・
速
見
の
地
を
陽
り
、
欽
明
天
皇
（
六
世
紀
初
期
）
御
代
に
玖

珠
に
入
り
、
用
命
天
皇
の
御
代
に
長
治
に
朝
日
長
者
の
呼
称
を
賜
っ

た
。
持
続
天
皇
（
七
世
紀
）
の
御
代
よ
り
浅
井
永
義
の
家
法
を
破
っ

て
の
放
蕩
殺
生
が
始
ま
り
、
神
々
の
怒
り
を
か
っ
て
段
々
衰
微
し

て
夕
日
の
如
く
消
え
失
せ
た
。

白
鳥
神
社
は
浅
井
氏
の
始
祖
藤
彦
が
、
江
州
浅
井
郡
千
の
松
原
白

鳥
大
明
神
の
庶
子
な
る
が
故
に
、
田
野
に
勧
請
し
奉
り
氏
神
と
す

る
」
と
。

　
　
「
豊
後
國
風
土
記
」
「
田
野
伝
承
物
語
」
の
い
ず
れ
を
と
っ
て

も
「
餅
が
白
鳥
に
な
っ
た
」
の
は
、
六
世
紀
の
出
来
事
と
考
え
る

の
が
一
番
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　
　
「
速
見
の
田
野
」
は
玖
珠
の
田
野
か

　
玖
珠
郡
の
田
野
に
「
伝
承
白
鳥
物
語
」
が
存
在
す
る
か
ら
、
又
、

「
筑
紫
風
土
記
」
逸
文
に
比
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
『
豊

後
図
風
土
記
』
の
「
餅
が
白
鳥
に
な
っ
た
」
速
見
郡
の
田
野
を
玖

珠
郡
九
重
町
飯
田
千
町
無
田
に
比
定
す
る
こ
と
に
は
、
同
意
し
か

ね
る
。

　
『
九
重
町
史
』
に

　
「
飯
田
高
原
に
千
町
無
田
と
呼
ぶ
広
大
な
湿
地
帯
が
あ
る
。
『
豊

後
図
風
土
記
』
の
「
白
鳥
物
語
」
の
土
地
だ
と
し
、
後
の
人
は
空

想
の
翼
を
更
に
広
げ
朝
日
長
者
の
伝
説
を
語
り
続
け
て
い
る
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

田
野
を
千
町
無
田
と
す
る
根
拠
と
し
て

　
一
、
速
見
没
の
郡
（
別
府
）
の
西
南
の
地
に
当
た
る
。
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二
、
田
野
村
の
中
に
あ
る
。

　
三
、
白
鳥
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

等
を
挙
げ
て
い
る
。

田
野
を
速
見
郡
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
郡
界
が
定

か
で
な
か
っ
た
と
片
付
け
て
い
る
学
者
が
い
る
が
、
果
た
し
て
そ

う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
…
…

　
日
田
の
郡
の
条
に
「
郡
の
中
に
川
あ
り
。
球
珠
川
と
い
ふ
。
其

の
源
は
、
球
珠
の
郡
の
東
南
の
か
た
の
山
（
九
重
山
）
よ
り
出
て
、

流
れ
て
石
井
の
郷
に
到
り
云
々
」
と
あ
る
。
郡
界
が
定
か
で
な
か
っ

た
な
ら
ば
、
九
重
山
を
玖
珠
郡
と
は
し
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。

「
餅
が
白
鳥
に
な
っ
た
」
舞
台
の
田
野
は
、
速
見
郡
内
に
あ
っ
た

と
考
え
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
が
。

　
別
府
の
佐
藤
四
信
先
生
は
、
田
野
を
千
町
無
田
と
す
る
の
は
第

二
の
田
野
で
あ
っ
て
、
本
命
の
田
野
は
速
見
郡
内
に
存
在
す
る
と

し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
「
干
町
無
田
」
説
の
矛
盾

田
野
の
千
町
無
田
説
に
は
、
一
番
肝
心
な
こ
と
が
欠
落
し
て
い

る
。
水
稲
栽
培
が
標
高
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
千
町
無
田
で
、
一
五
〇
〇
年
前
で
も
可
能
で
あ
っ
た
と
の
気
象
・

土
壌
・
潅
漑
水
の
水
稲
栽
培
条
件
適
合
の
論
拠
を
示
さ
な
い
か
ぎ

り
、
千
町
無
田
で
水
稲
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
た
と
は
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
気
象
、
土
壌
、
潅
漑
水
、
水
稲
品
種
の
各
項
目
に
つ
い
て

可
能
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
考
察
し
て
み
る
。

・
気
象
条
件

　
千
町
無
田
説
は
、
「
気
候
七
〇
〇
年
周
期
説
」
を
根
拠
に
し
て
、

四
世
紀
は
温
暖
期
に
あ
た
り
気
温
は
現
在
よ
り
二
・
三
度
高
か
っ

た
の
で
高
冷
地
千
町
無
田
で
も
水
稲
栽
培
は
可
能
で
あ
っ
た
と
し

て
い
る
。

　
だ
が
、
古
代
の
気
象
を
花
粉
分
析
に
基
ず
い
て
仮
定
す
る
と
、

今
か
ら
八
千
年
か
ら
四
千
年
前
は
最
高
温
暖
期
で
、
年
平
均
気
温

は
現
在
よ
り
約
二
度
高
か
っ
た
。
四
千
年
か
ら
二
十
五
百
年
前
は
、

現
在
よ
り
約
一
乃
至
二
度
低
温
の
寒
冷
期
だ
っ
た
と
予
測
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
（
『
縄
文
か
ら
弥
生
へ
の
新
歴
史
像
』
広
瀬

和
雄
編
著
）
つ
ま
り
四
世
紀
は
、
科
学
的
に
は
温
暖
期
で
は
な
く

寒
冷
期
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
（
度
は
摂
氏
）

　
近
年
の
千
町
無
田
一
帯
の
気
象
は
、
『
く
じ
ゅ
う
総
合
学
術
調

-
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査
報
告
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
飯
田
高
原
飯
田
気
象
観
測
所
気

象
一
覧
表
」
の
一
部
を
、
記
し
た
の
で
参
考
に
し
て
古
代
の
千
町

無
田
の
気
象
を
想
像
さ
れ
た
い
。

年
間
平
均
気
温

最
高
気
温

最
低
気
温

年
間
降
水
量

年
間
日
照
時
間

年
間
暴
風
日

年
間
雪
日

年
間
霜
日

年
間
濃
霧
日

年
間
快
晴
日

初
霜

終
り
霜

　
　
　
一
〇
、
二
度

　
　
　
二
五
、
五
度

マ
イ
ナ
ス
四
、
八
度

　
　
　
二
Ｉ
四
〇
ミ
リ

　
　
　
ー
八
九
七
時
間

　
　
　
　
　
三
〇
日

　
　
　
　
　
四
八
日

　
　
　
　
　
八
四
日

　
　
　
　
　
五
四
日

　
　
　
　
　
三
四
日

　
　
　
　
　
十
月
一
一
日

　
　
　
　
　
五
月
七
日

、
田
植
え
月
（
五
月
）
か
ら
収
穫
月
（
十
月
）
に
至
る
水
稲
成
長
期

の
月
別
平
均
気
温
は
、
五
月
が
一
三
、
九
度
　
六
月
は
一
七
、
一

度
　
七
・
八
月
は
二
Ｉ
、
一
度
　
九
月
は
一
七
、
四
度
　
十
月
が

一
一
、
一
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
稲
の
成
育
期
間
は
、
七
・
八
月
を
除
け
ば
二
〇
度
を
下
回
る
低

温
で
、
水
稲
の
成
長
に
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
仮

に
四
世
紀
説
の
「
餅
が
白
鳥
に
な
っ
た
」
時
が
温
暖
期
で
、
現
在

年
平
均
気
温
よ
り
二
度
高
か
っ
た
と
し
て
も
、
年
平
均
気
温
は
一

三
、
七
度
で
現
在
の
玖
珠
盆
地
内
（
森
町
）
の
一
五
、
二
度
に
も

及
ば
な
い
。
水
稲
栽
培
気
象
条
件
が
、
田
野
よ
り
当
時
も
優
れ
て

い
た
と
判
断
さ
れ
る
玖
珠
盆
地
で
も
弥
生
時
代
遺
跡
か
ら
は
、
未

だ
水
稲
栽
培
の
痕
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

　
よ
っ
て
高
冷
地
田
野
で
、
六
世
紀
に
水
稲
栽
培
が
行
わ
れ
て
い

た
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
。

・
土
壌

　
稲
の
成
育
に
は
、
土
壌
と
肥
培
管
理
が
不
可
欠
で
あ
る
。

飯
田
高
原
の
土
壌
は
黒
ボ
ク
（
火
山
灰
土
）
で
、
現
在
で
も
リ
ン

酸
の
施
肥
が
重
要
な
絶
対
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。
は
た
し
て
六
世

紀
に
現
在
と
同
じ
肥
培
管
理
が
出
未
た
ろ
う
か
…
…
？
・
低
温
地
帯

の
湿
地
で
は
、
馬
糞
の
リ
ン
酸
が
水
稲
栽
培
を
可
能
に
し
て
い
る

と
の
説
を
掲
げ
て
い
る
学
者
が
お
ら
れ
る
が
、
黒
ボ
ク
低
温
湿
地
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の
千
町
無
田
で
渡
り
鳥
の
排
泄
糞
の
み
の
施
肥
で
、
水
稲
肥
培
管

理
が
十
分
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
潅
漑
水
（
く
じ
ゅ
う
総
合
学
術
調
査
報
告
書
）

　
潅
漑
水
の
湧
水
・
流
水
は
、
豊
富
で
あ
る
が
水
温
は
低
く
水
口

で
ヱ
ハ
度
か
ら
一
七
度
で
、
そ
の
上
日
照
時
間
が
短
く
て
成
育
に

必
要
な
水
温
に
達
せ
ず
、
現
在
で
も
冷
害
を
常
に
受
け
て
い
る
。

・
水
稲
品
種

　
日
本
に
入
っ
て
き
た
南
方
型
水
稲
が
、
高
冷
地
干
町
無
田
で
六

世
紀
に
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

　
東
大
名
誉
教
授
松
尾
孝
嶺
著
『
お
米
と
と
も
に
』
に
、
稲
は
い

か
に
低
温
栽
培
が
困
難
で
あ
る
か
を
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
稲
は
適
当
な
温
度
と
日
射
量
。
適
当
な
水
分
そ
れ
に
身
体
を
作

る
栄
養
分
が
あ
れ
ば
稲
は
育
つ
。
稲
の
適
温
は
三
〇
度
付
近
で
あ

る
が
二
〇
度
以
下
に
な
る
と
冷
害
を
受
け
、
さ
ら
に
零
度
付
近
の

低
温
に
あ
う
と
短
期
間
で
も
細
胞
は
凍
結
し
て
枯
死
す
る
」
と
。

　
古
代
稲
作
に
つ
い
て

　
古
代
稲
作
に
関
す
る
文
献
は
『
律
令
』
・
『
続
日
本
書
紀
』
・

「
万
葉
集
」
な
ど
の
奈
良
時
代
に
、
記
さ
れ
て
い
る
稲
作
の
状
況

に
も
と
ず
い
て
想
像
す
る
し
か
な
い
。
（
『
古
代
日
本
の
稲
作
』
）

そ
れ
に
よ
る
と
、
水
稲
に
は
早
稲
・
晩
稲
の
二
種
類
が
あ
り
早
稲

は
九
月
に
、
晩
稲
は
十
一
月
に
各
国
庁
に
生
産
量
の
約
三
％
の
田

租
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
干
町
無
田
に
お
け
る
水
稲
栽
培
は
、
現
在
は
早
期
田
植
、
早
期

収
穫
を
行
っ
て
寒
冷
気
象
を
克
服
し
て
い
る
が
、
当
時
早
稲
種
田

租
の
納
期
九
月
か
ら
す
る
と
、
干
町
無
田
で
の
早
稲
種
の
栽
培
は

不
可
能
と
い
え
る
。

　
大
化
改
新
前
の
慣
用
と
し
て
田
は
、
一
段
歩
（
二
五
〇
歩
）
当

た
り
の
生
産
量
に
よ
っ
て
、
上
田
（
五
十
束
）
、
中
田
（
四
十
束
）
、

下
田
（
三
十
束
）
、
下
下
田
（
十
五
束
）
の
五
種
類
に
わ
け
ら
れ

て
い
た
。
（
一
束
・
米
二
升
）

古
代
の
水
稲
栽
培
は
、
定
説
と
し
て
は
古
く
は
直
蒔
き
で
、
し
だ

い
に
田
植
え
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
収
穫
方
法
は
、
摘
み
穂
か
ら
根
刈
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
五
世
紀
に
、
鉄
製
農
機
具
と
と
も
に
稲
田
の
水
を
お
と
し
て

根
に
空
気
を
送
り
こ
み
、
根
腐
れ
を
防
ぐ
栽
培
法
（
中
干
し
）
が

中
国
か
ら
伝
播
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
稲
は
雑
草
よ
り
繁
殖

力
に
劣
る
の
で
、
放
置
す
れ
ば
栄
養
分
は
雑
草
に
奪
わ
れ
て
収
穫
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が
出
来
な
い
の
で
、
除
草
は
夏
季
の
重
要
な
作
業
で
あ
っ
た
。
除

草
・
収
穫
（
鉄
鎌
）
の
作
業
効
率
を
高
め
る
た
め
に
、
今
迄
の
直

蒔
き
（
摘
み
穂
）
栽
培
は
田
植
（
根
刈
り
）
栽
培
へ
と
移
行
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
苗
代
作
り
か
ら
収
穫
し
て
脱
穀
精
米
迄
の
農
作
業
の
手
順
は
、

江
戸
時
代
と
大
差
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
植
物
と
し
て
の
稲
が
大
き
く
は
変
化
し
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の

栽
培
に
必
要
な
作
業
が
変
わ
ら
な
い
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
現
代

と
比
較
し
て
も
機
械
力
が
導
入
さ
れ
た
点
を
除
け
ば
、
作
業
の
手

順
に
大
き
な
変
化
は
無
い
。
（
『
古
代
日
本
の
稲
作
』
）

　
古
代
千
町
無
田
で
の
水
稲
栽
培
の
可
能
性

　
　
『
く
じ
ゅ
う
総
合
開
発
報
告
書
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。

一
、
「
江
戸
時
代
に
入
っ
て
幾
度
か
開
田
が
行
わ
れ
た
が
、
自
然

　
の
制
約
に
は
勝
て
ず
そ
の
つ
ど
失
敗
を
繰
り
返
し
た
」

二
、
明
治
こ
一
年
田
野
村
役
所
地
史
編
に
千
町
無
田
が
沼
で
あ
っ

　
た
こ
と
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
田
野
村
の
東
方
玖
珠
川
の
斡
流
に
誇
り
東
西
凡
そ
ハ
町
南
北
凡

そ
拾
九
町
周
囲
凡
そ
五
拾
四
町
、
村
用
水
と
な
さ
れ
と
も
沼
中
処
々

に
鬼
髪
・
菅
等
の
草
を
生
じ
、
鬼
髪
は
藁
に
代
へ
縄
と
な
し
菅
も

亦
藁
に
代
へ
菰
・
俵
・
臥
等
を
製
す
。
寒
地
に
し
て
稲
藁
の
性
悪

く
右
等
の
様
に
為
し
難
き
を
以
て
な
り
」

三
、
ヱ
ハ
世
紀
初
め
の
田
野
村
に
つ
い
て
、
（
時
松
正
平
覚
書
）

　
「
正
徳
元
年
（
一
五
〇
六
）
長
崎
所
司
代
田
野
村
に
立
ち
寄
り
見

聞
を
し
た
さ
い
山
中
又
右
衛
門
と
申
す
者
が
案
内
役
を
し
た
と
あ

り
、
当
時
は
大
小
豆
・
ソ
バ
・
微
を
つ
く
り
、
三
度
の
食
物
と
し

て
稗
飯
・
ソ
バ
・
ソ
バ
団
子
汁
・
稗
モ
チ
を
食
し
て
い
た
」
と
。

　
飯
田
高
原
千
町
無
田
に
は
、
古
代
の
集
落
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て

い
な
い
。
た
だ
千
町
無
田
に
近
い
歳
の
神
前
か
ら
弥
生
土
器
・
須

恵
器
片
・
銃
剣
類
の
遺
物
が
出
土
し
た
と
な
っ
て
い
る
が
（
出
土

状
況
は
不
明
）
、
そ
れ
を
も
っ
て
六
世
紀
に
千
町
無
田
で
、
水
稲

栽
培
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
遺
物
は
狩
猟
採

集
民
が
外
か
ら
持
ち
込
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
縄
文
時
代
の
日
本
列
島
に
、
ど
の
く
ら
い
の
入
口
が
あ
っ
た
か

推
定
試
算
と
し
て
、
中
期
で
三
〇
万
近
く
が
住
み
已
本
列
島
全
体

が
寒
冷
化
か
進
ん
だ
晩
期
に
は
、
一
〇
万
人
を
割
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
稲
の
渡
来
に
よ
っ
て
急
速
に
生
活
力

）
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を
つ
け
て
人
口
を
増
や
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
（
『
日
本
の
歴
史
が

わ
か
る
本
』
）
弥
生
時
代
に
な
っ
て
、
い
く
ら
人
口
が
急
速
に
増

加
し
た
と
は
い
え
、
六
世
紀
に
水
稲
栽
培
気
象
条
件
劣
悪
な
千
町

無
田
に
、
あ
え
て
入
植
し
て
水
稲
栽
培
を
行
っ
た
者
は
い
な
か
っ

た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
中
世
に
な
っ
て
か
ら
、
修
験
者
か
落

人
の
入
植
は
考
え
ら
れ
る
が
。
　
縄
文
・
弥
生
時
代
の
一
枚
の
水

田
の
大
き
さ
は
数
十
平
方
米
く
ら
い
の
小
区
画
で
あ
っ
た
（
大
阪

府
副
万
寺
遺
跡
）
と
。
ま
た
京
都
府
内
里
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
五

世
紀
の
水
田
跡
の
稲
株
痕
跡
は
、
一
坪
当
た
り
万
一
〇
株
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
弥
生
時
代
の
生
産
量
は
よ
く
て
反
当
た
り
八
五
キ
ロ

グ
ラ
ム
、
ほ
と
ん
ど
は
六
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
と
想
像
さ
れ
て
い

る
。
（
『
縄
文
か
ら
弥
生
へ
の
新
歴
史
像
』
）

　
前
記
古
代
の
田
品
を
参
考
に
し
て
反
（
三
百
歩
）
収
を
計
算
す

る
と
、
下
下
田
で
五
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
大
正
十
年
目
標
反
収
百
五

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
当
時
の
千
町
無
田
で
の
水
稲
栽
培
が
可
能
と
し

て
予
想
収
穫
量
を
計
算
す
る
と
、
広
さ
約
一
八
○
町
歩
（
田
野
村

役
所
地
史
編
）
で
、
反
あ
た
り
五
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
す
る
と
約
六

五
〇
石
と
な
る
。

　
律
令
時
代
の
農
民
生
活
に
つ
い
て
標
準
的
農
家
の
収
入
は
、
必

要
量
の
五
分
の
三
を
満
た
す
に
過
ぎ
ず
、
農
民
の
生
活
は
貧
し
か
っ

た
。
（
『
古
代
日
本
の
稲
作
』
）

　
古
代
人
は
、
米
だ
け
で
食
生
活
を
営
ん
だ
わ
け
で
な
く
雑
穀
・

果
実
・
魚
介
類
・
鳥
獣
肉
を
適
宜
食
し
て
米
の
不
足
を
補
っ
た
と

想
像
さ
れ
る
が
、
田
野
に
水
稲
栽
培
農
民
が
当
時
い
た
と
す
る
と

高
冷
地
で
食
糧
事
情
不
安
定
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
な
め
な
い
の
で
、

果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
方
を
し
て
い
た
か
、
想
像
す
る
の

も
困
難
で
あ
る
。

　
例
（
『
古
代
日
本
の
稲
作
』
「
正
倉
院
文
書
房
戸
標
準
人
数
」

　
　
　
を
モ
デ
ル
に
し
て
試
算
）

　
一
所
帯
班
田
額
　
　
　
一
町
二
反

　
一
所
帯
構
成
人
数
　
　
一
〇
名

　
一
所
帯
年
間
食
料
分
　
一
三
石

千
町
無
田
の
Ｉ
ハ
○
町
歩
は
一
五
〇
所
帯
の
班
田
額
に
あ
た
る

一
五
〇
所
帯
の
必
要
食
料
分
は
フ
几
五
〇
石
に
な
る

　
千
町
無
田
の
生
産
額
約
六
五
〇
石
は
、
一
五
〇
所
帯
の
必
要
食

料
の
約
三
割
の
数
字
で
、
七
割
は
狩
猟
採
集
に
依
存
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
数
値
と
な
る
。
（
右
記
試
算
は
田
租
・
種
子
分
は

考
慮
し
て
い
な
い
）
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古
代
の
水
田
は
「
か
た
あ
ら
し
の
田
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
文
献

に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
か
た
あ
ら
し
」
と
は
、
一
年
耕
す
と
「
荒

れ
田
」
に
な
っ
て
連
作
の
出
来
な
か
っ
た
田
の
事
で
、
二
年
に
一

度
耕
作
出
来
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　
古
墳
時
代
に
乾
田
栽
培
が
導
入
さ
れ
て
、
地
味
は
肥
え
連
作
も

可
能
と
な
り
生
産
量
も
向
上
し
た
が
、
湿
地
で
は
乾
ｍ
栽
培
は
、

当
時
と
し
て
は
全
く
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
千
町
無
田
現
在
の
水
稲
栽
培

　
飯
田
高
原
の
現
在
行
わ
れ
て
い
る
水
稲
栽
培
に
は
、
高
冷
地
向

け
の
品
種
改
良
・
排
水
と
堆
肥
等
に
よ
る
土
壌
改
良
・
保
護
苗
代

と
湯
苗
の
育
苗
・
田
植
え
の
時
期
を
早
め
る
等
の
寒
冷
地
栽
培
技

術
を
、
血
の
に
じ
む
よ
う
な
長
い
年
月
の
研
究
努
力
に
よ
っ
て
完

成
さ
せ
、
ヤ
″
卜
寒
冷
地
を
克
服
し
た
水
稲
栽
培
に
成
功
し
た
の

で
あ
る
。
（
現
在
反
収
目
標
四
八
〇
絃
）

　
古
代
の
白
鳥
飛
米
油
別
府

　
古
代
の
白
鳥
説
話
に
出
て
く
る
土
地
は
、
歴
史
上
の
記
録
か
ら

民
間
伝
承
に
至
る
ま
で
例
外
な
く
冬
期
に
白
鳥
が
渡
来
す
る
か
、

あ
る
い
は
過
去
に
渡
来
し
て
い
た
土
地
で
あ
る
こ
と
は
判
明
し
て

い
る
。
白
鳥
に
ち
な
ん
だ
地
名
は
、
そ
こ
に
行
け
ば
必
ず
白
鳥
の

姿
が
見
ら
れ
る
場
所
を
指
し
て
、
古
代
の
人
々
が
名
づ
け
た
呼
び

名
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
す
べ
て
の
白
鳥
説
話
は
、
そ
の
地
に
飛
来
す
る
白
鳥
が

動
機
に
な
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
（
『
白
鳥
の
古
代
史
』
）

　
白
鳥
の
女
と
、
婚
姻
し
て
生
ま
れ
た
子
供
の
末
裔
を
、
自
認
し

て
白
鳥
を
始
祖
と
す
る
信
仰
を
も
っ
た
古
代
物
部
氏
の
大
移
動
の

足
跡
地
に
、
「
白
鳥
物
語
」
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
古
代

物
部
氏
は
、
筑
後
川
流
域
の
高
良
山
一
帯
を
出
自
と
し
、
筑
後
川

を
遡
っ
て
東
九
州
に
出
て
、
神
武
東
征
よ
り
前
に
瀬
戸
内
海
を
東

進
し
て
大
和
に
入
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
だ
と
す
る
と
物
部
氏

は
別
府
を
通
っ
て
瀬
戸
内
海
に
出
た
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
足
跡

地
の
別
府
に
「
白
鳥
物
語
」
が
、
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思

議
で
は
な
い
。

　
『
豊
後
図
志
』
は
、
鶴
見
山
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ

る
。
「
十
月
よ
り
二
・
三
月
の
間
、
数
百
羽
の
鶴
が
飛
来
し
て
お

る
を
遠
く
よ
り
望
む
こ
と
が
出
来
る
。
日
中
飛
び
舞
う
姿
は
、
雪
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の
舞
散
る
が
如
し
。
こ
れ
を
以
て
鶴
見
山
と
す
る
」
と
。

　
古
代
人
は
、
鶴
見
山
を
五
穀
神
の
化
身
白
鳥
が
棲
息
す
る
神
体

山
と
し
て
、
崇
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
の
別
府
市
大
字
鶴
見
は
、
延
喜
式
に
よ
る
と
速
見
郡
朝
見
郷

鶴
見
村
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
鶴
見
村
は
、
肩
山
山
麓
の
湧
水

を
利
用
し
た
水
田
地
帯
が
広
が
る
鶴
の
越
冬
地
で
、
そ
こ
に
行
け

ば
鶴
が
見
ら
れ
る
の
で
古
代
人
が
鶴
見
と
呼
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
鶴
見
に
は
、
「
だ
た
ら
」
と
呼
ば
れ
る
湧
水
地
が
あ
る
。
「
た

た
ら
」
は
、
白
鳥
を
鍛
冶
の
神
と
し
て
崇
め
て
「
た
た
ら
製
鉄
」

が
行
わ
れ
た
土
地
（
富
来
隆
先
生
）
で
、
物
部
氏
と
深
い
関
わ
り

の
地
で
あ
る
。

　
　
「
た
た
ら
」
に
隣
接
し
た
土
地
に
大
男
大
女
神
社
（
鶴
見
権
現

社
）
が
鎮
座
さ
れ
て
い
る
。
祭
神
は
大
和
具
土
命
で
、
貞
観
九
年

（
八
六
七
）
鶴
見
山
の
爆
発
に
よ
っ
て
鶴
見
山
上
よ
り
現
地
に
遷

座
し
た
と
な
っ
て
い
る
。
大
男
大
女
神
社
が
遷
座
さ
れ
る
以
前
の

同
所
に
は
、
五
穀
・
鍛
冶
・
鶴
見
山
・
物
部
氏
等
に
関
わ
り
の
あ

る
白
鳥
を
祀
っ
た
祠
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
・
…

別府市春木川遺跡
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「
白
鳥
物
語
」
の
舞
台
と
し
て
の
別
府

　
　
「
餅
が
白
鳥
に
な
っ
た
」
の
時
代
（
六
世
紀
）
の
別
府
は
、
鬼

の
岩
屋
一
号
・
二
号
古
墳
（
横
穴
石
室
）
、
太
郎
次
郎
塚
古
墳

（
縦
穴
石
棺
）
が
築
造
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。

古
墳
は
支
配
者
の
権
力
を
誇
示
す
る
た
め
封
土
を
盛
り
上
げ
た
も

の
で
、
す
べ
て
手
作
業
の
た
め
想
像
を
は
る
か
に
超
す
労
働
力
を

必
要
と
し
て
い
た
。
つ
ま
り
当
時
の
別
府
に
は
、
古
墳
を
築
造
す

る
だ
け
の
支
配
者
の
集
落
が
存
在
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
春
木
川
遺
跡
（
弥
生
遺
跡
）
で
は
、
水
稲
栽
培
を
経
済
基
盤
と

し
た
古
代
の
住
居
跡
も
出
土
し
て
い
る
。
（
別
府
市
史
）
春
木
川

遺
跡
に
近
接
し
た
太
郎
次
郎
古
墳
に
眠
る
人
物
は
、
別
府
水
稲
栽

培
集
落
の
支
配
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
別
府
の
初
期
水
稲
栽
培
地
は
、
春
木
川
に
よ
っ
て
侵
食
さ
れ
た

沼
地
に
、
後
か
ら
運
び
こ
ま
れ
た
土
砂
に
よ
っ
て
出
来
た
湿
地
に
、

直
蒔
き
栽
培
が
弥
生
初
期
に
行
わ
れ
た
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

鉄
器
の
普
及
改
良
（
五
世
紀
）
に
よ
っ
て
土
木
工
事
（
堰
・
水
路
）

が
容
易
と
な
り
、
湧
水
・
流
水
を
利
用
し
た
開
田
が
春
木
川
流
域

か
ら
扇
山
扇
状
台
地
へ
と
行
わ
れ
て
い
っ
た
。

　
春
木
川
一
帯
の
湧
水
線
は
、
南
須
賀
地
区
が
標
高
四
〇
米
、
南

石
垣
三
〇
米
、
境
川
が
二
〇
米
と
南
北
に
扇
状
台
地
を
横
断
し
て

い
る
線
と
、
南
須
賀
に
は
実
相
寺
・
森
山
・
馬
場
・
大
畑
・
竹
之

内
・
小
倉
へ
と
東
西
に
縦
断
し
た
帯
状
と
の
、
二
つ
の
湧
水
線
が

存
在
し
て
い
る
。
（
別
府
市
史
）

　
緩
傾
斜
地
お
け
る
一
枚
毎
の
水
田
は
、
造
成
労
力
の
軽
減
と
水

を
効
率
的
に
溜
水
（
水
温
上
昇
）
さ
せ
る
た
め
に
、
段
差
を
つ
け

た
数
十
平
方
米
規
模
に
区
切
ら
れ
た
も
の
で
現
在
の
棚
田
を
思
わ

せ
る
も
の
が
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
様
式
の
水
田
は
、
そ
の
後
の
乾

田
栽
培
を
容
易
に
し
て
収
穫
物
の
増
産
に
大
い
に
役
立
’
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　
　
『
風
土
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
糧
を
飴
し
て
畝
に
宿
め
」
は
、

乾
田
栽
培
に
よ
る
豊
作
の
時
の
状
態
を
記
し
た
も
の
で
、
こ
の
よ

う
な
豊
作
を
得
る
た
め
の
乾
田
栽
培
は
、
当
時
の
湿
地
で
は
排
水

に
問
題
が
あ
っ
て
望
め
な
か
っ
た
。

　
別
府
に
も
『
風
土
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
百
姓
（
お
お
み
た
か

ら
）
と
い
え
る
人
物
が
存
在
し
た
か
を
考
え
て
み
る
。
長
者
の
誕

生
は
、
聖
武
天
皇
（
天
平
一
五
年
・
七
四
三
）
の
墾
甲
氷
世
私
有

許
可
が
く
だ
つ
て
か
ら
で
、
ハ
世
紀
以
前
は
首
長
以
外
の
富
者
は
、
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存
在
し
え
な
か
っ
た
。
　
別
府
の
水
稲
栽
培
氏
族
の
首
長
（
六
世

紀
）
と
し
て
、
実
相
寺
遺
跡
の
太
郎
・
次
郎
古
墳
に
眠
る
人
物
が

考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
根
拠
と
し
て
、

第
一
に
「
餅
が
白
鳥
に
な
っ
た
」
事
件
は
、
六
世
紀
の
出
来
ご
と

が
考
え
ら
れ
、
同
じ
六
世
紀
に
太
郎
・
次
郎
古
墳
が
築
造
さ
れ
て

い
る
。

第
二
、
白
鳥
説
話
は
、
飛
来
し
た
白
鳥
（
鶴
）
を
動
機
と
し
た
説

　
　
　
話
で
、
別
府
に
は
白
鳥
の
飛
来
地
で
あ
っ
た
証
し
の
地
名

　
　
　
　
（
鶴
見
・
鶴
見
山
）
が
存
在
し
て
い
る
。

第
三
、
弥
生
時
代
よ
り
別
府
春
木
川
流
域
で
は
、
水
稲
栽
培
が
行

　
　
　
わ
れ
て
い
た
。

第
四
、
太
郎
・
次
郎
塚
古
墳
は
、
権
力
を
表
す
封
土
を
盛
り
上
げ

　
　
　
た
円
墳
で
あ
る
。

風
土
記
に
記
さ
れ
て
い
る
「
餅
が
白
鳥
に
な
っ
た
」
事
件
の
舞
台

（
速
見
郡
の
田
野
）
は
、
現
在
の
別
府
の
鶴
見
地
区
か
ら
石
垣
地

　
区
に
至
る
緩
傾
斜
地
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
（
仮
説
）

別
府
の
方
が
玖
珠
の
田
野
（
千
町
無
田
）
よ
り
い
か
に
、
「
餅

が
白
鳥
に
な
っ
た
」
説
話
の
構
成
環
境
が
優
れ
て
い
る
か
を
記
す
。

・
白
鳥
と
の
関
係

　
別
府
に
は
、
古
代
白
鳥
の
飛
来
事
実
を
証
す
る
地
名
（
鶴
見
・

鶴
見
山
）
が
存
在
す
る
。
（
飯
田
高
原
に
は
白
鳥
の
飛
来
を
証
す

る
地
名
は
な
い
）

・
水
稲
栽
培
に
関
す
る
遺
跡
の
存
在

　
別
府
に
は
古
代
の
水
稲
栽
培
・
集
落
・
首
長
墳
墓
の
遺
跡
が
あ

る
。
（
飯
田
高
原
で
は
、
農
耕
稲
作
に
関
す
る
遺
跡
は
発
見
さ
れ

て
い
な
い
）

・
天
変
地
変
の
災
害

別
府
畠
山
扇
状
台
地
の
緩
傾
斜
は
、
過
去
の
度
重
な
る
土
石
流
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
千
町
無
田
で
は
、
九
重
山
の
噴
火
以
外
に
無
田
に
な
る
よ
う
な

災
害
は
考
え
ら
れ
な
い
。
九
重
山
の
噴
火
が
四
世
紀
か
ら
六
世
紀

に
か
け
て
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
。
）

・
タ
タ
ラ
の
存
在

別
府
に
は
古
代
物
部
氏
と
深
い
関
係
の
タ
タ
ラ
の
地
名
が
存
在
し

て
い
る
。

　
（
田
野
に
は
存
在
し
て
い
な
い
）
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・
田
野
の
地
名

　
別
府
に
欠
け
る
も
の
は
、
田
野
の
地
名
の
み
で
あ
る
が
、
別
府

に
も
災
害
を
受
け
て
田
野
と
呼
称
し
た
土
地
（
扇
山
の
山
麓
よ
り

石
垣
に
至
る
一
帯
）
が
あ
っ
た
が
、
開
墾
が
進
む
に
つ
れ
て
田
野

の
呼
称
は
消
失
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
別
府
版
「
白
鳥
物
語
」

　
　
「
餅
が
白
鳥
に
な
っ
た
」
事
件
の
舞
台
（
速
見
の
田
野
）
を
別

府
に
当
て
は
め
て
、
ス
ト
ー
り
を
構
成
し
て
み
る
。

　
今
か
ら
一
五
〇
〇
年
前
の
別
府
に
は
、
浅
見
川
流
域
に
海
人
族

が
春
木
川
流
域
に
は
農
耕
氏
族
が
定
住
し
て
い
た
。

　
農
耕
氏
族
の
首
長
は
、
も
と
々
春
木
川
流
域
の
湿
地
と
実
相
寺

山
麓
の
湧
水
に
よ
る
湿
地
を
利
用
し
た
水
稲
栽
培
を
行
っ
て
い
た

が
、
鉄
器
の
普
及
に
よ
っ
て
土
木
工
事
が
安
易
と
な
り
、
春
木
川

流
水
を
堰
止
め
水
位
を
上
げ
水
路
に
流
し
て
目
的
地
に
潅
水
す
る

方
法
に
よ
っ
て
開
田
は
広
範
囲
に
及
ん
だ
。
ま
た
、
湧
水
を
水
路

に
放
水
し
て
潅
漑
に
利
用
し
た
に
よ
っ
て
、
湧
水
利
用
が
さ
ら
に

広
ま
り
、
水
田
は
実
相
寺
山
山
麓
か
ら
扇
山
山
麓
え
と
拡
大
さ
せ

て
い
っ
た
。

　
東
下
が
り
の
緩
傾
斜
の
地
形
に
設
け
ら
れ
た
水
田
は
、
乾
田
栽

培
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
土
地
は
肥
沃
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
連
作

も
可
能
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
水
温
上
昇
（
日
照
）
に
も
役
立
ち
収

穫
は
年
々
増
大
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
つ
れ
て
富
は
蓄
積
さ
れ
、

規
模
は
さ
ら
に
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
き
、
六
世
紀
の
水
稲
城
培
地

は
、
速
見
の
郡
（
石
垣
神
社
付
近
）
の
西
南
の
方
向
に
当
た
る
畠

山
の
山
麓
か
ら
石
垣
一
帯
に
至
る
広
大
な
も
の
と
な
っ
た
。

　
収
穫
の
増
大
は
、
余
剰
物
を
生
み
そ
の
分
配
処
分
の
権
限
を
持
っ

た
首
長
は
、
次
第
に
自
己
の
富
の
蓄
積
を
計
る
よ
う
に
な
っ
た
。

富
と
権
力
を
手
中
に
納
め
た
首
長
は
、
自
然
の
恩
恵
を
忘
れ
神
を

も
恐
れ
ぬ
言
動
を
行
っ
て
、
つ
い
に
神
の
怒
り
か
つ
て
土
石
流
の

災
害
を
受
け
た
水
田
は
、
岩
石
で
埋
ま
り
再
耕
不
能
と
な
っ
た
。

収
入
源
を
失
っ
た
首
長
一
家
は
、
没
落
し
ま
も
な
く
死
滅
し
た
と
。

　
こ
の
ス
ト
ー
り
で
「
別
府
版
白
鳥
物
語
（
仮
説
）
」
を
作
成
す

る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
あ
る
年
の
は
じ
め
、
別
府
の
扇
山
の
麓
か
ら
石
垣
に
至
る
一
帯

で
水
田
経
営
を
行
っ
て
い
た
農
耕
氏
族
の
首
長
兄
弟
は
、
一
族
の

者
を
集
め
て
新
年
祝
賀
の
宴
を
開
い
た
と
き
の
出
来
ご
と
で
あ
る
。

-
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宴
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
と
き
酪
訂
し
た
首
長
兄
弟
は
、
弓
自
慢

を
競
っ
て
庭
に
出
て
矢
を
射
よ
う
と
し
た
が
、
的
に
な
る
べ
き
も

の
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
兄
弟
は
一
族
の
者
の
止
め
る
の
を
振
り

切
っ
て
、
床
の
間
に
飾
ら
れ
て
い
る
鏡
餅
を
庭
に
持
出
し
的
に
し

て
矢
を
射
た
。
鏡
餅
を
矢
が
射
貫
く
や
と
思
わ
れ
た
と
き
、
鏡
餅

は
白
鳥
と
な
っ
て
空
に
舞
い
上
が
り
、
鶴
見
山
に
向
か
っ
て
飛
び

去
っ
た
。

　
白
鳥
が
鶴
見
山
に
到
着
し
た
と
思
わ
れ
た
頃
よ
り
、
今
ま
で
の

好
天
は
俄
か
に
一
変
し
、
空
は
墨
を
流
し
た
よ
う
な
厚
い
曇
に
覆

わ
れ
、
雷
鳴
は
鳴
り
響
き
、
降
り
出
し
た
雨
は
瀧
水
の
ご
と
く
地

面
を
叩
き
音
を
立
て
て
流
れ
、
山
肌
に
堆
積
さ
れ
て
い
た
噴
石
噴

土
を
押
し
流
し
、
土
石
流
を
誘
発
さ
せ
て
扇
山
山
麓
か
ら
石
垣
に

至
る
首
長
兄
弟
が
経
営
す
る
水
田
を
総
砥
め
に
し
て
、
別
府
湾
え

と
流
れ
た
。

　
大
雨
が
止
み
土
石
流
が
鎮
ま
っ
た
後
に
残
っ
た
首
長
兄
弟
の
水

田
は
、
石
壊
と
泥
に
埋
ま
っ
た
無
残
な
姿
の
み
で
あ
っ
た
。
経
済

基
盤
の
水
田
を
無
く
し
た
首
長
兄
弟
は
、
権
威
も
失
墜
し
一
族
の

者
た
ち
か
ら
も
見
放
さ
れ
、
た
だ
奈
落
の
道
を
辿
る
の
み
で
終
に

は
兄
弟
一
家
は
死
に
絶
え
た
。

　
首
長
兄
弟
の
水
田
が
あ
っ
た
扇
山
か
ら
石
垣
に
至
る
地
区
は
、

鶴
見
山
の
神
の
怒
り
を
か
っ
て
、
以
後
鶴
見
山
の
恩
恵
（
温
泉
）

を
受
け
ら
れ
な
い
土
地
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
一
族
は
、
首
長
に
ふ
さ
わ
し
い
墳
墓
を
造
っ
て
兄
弟
を
葬
っ
た
。

後
世
の
人
は
こ
の
墳
墓
を
太
郎
次
郎
塚
と
呼
ん
だ
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

参
考
資
料

日
本
古
典
文
学
風
土
記
・
豊
後
同
志
・
大
分
の
歴
史

山
香
町
誌
・
杵
築
市
史
・
別
府
市
誌
・
大
分
県
地
方
史

日
本
人
の
起
源
・
日
本
の
歴
史
・
日
本
歴
史
と
天
皇

古
代
日
本
と
海
人
・
ヤ
マ
ト
の
誕
生
・
九
州
水
軍
国
家
の
興
亡

縄
文
か
ら
弥
生
へ
の
新
歴
史
像
・
日
本
歴
史
の
わ
か
る
本

古
代
人
九
九
の
謎
・
白
鳥
の
古
代
史
・
白
鳥
伝
説
・
白
鳥
物
語

空
白
の
四
世
紀
・
江
南
の
文
化
と
日
本
・
古
代
日
本
の
稲
作

お
米
と
と
も
に
・
朝
日
長
者
・
九
重
町
史
・
他
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